
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
よ
り
要
措
置
区
域
及
び
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
を
指
定

す
る
件
二
件

一
六
三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

一
六
四

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

一
六
五

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
が
指
定
を
辞
退
し
た
件

一
六
五

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
施
術
者
を
指
定
し
た
件
二
件

一
六
五

○
公
金
の
収
納
の
事
務
を
委
託
し
た
件

一
六
六

○
国
土
調
査
と
し
て
指
定
し
た
件

一
六
六

○
土
地
改
良
区
の
設
立
に
つ
い
て
認
可
し
た
件

一
六
六

○
耕
地
整
理
組
合
の
臨
時
代
理
者
と
し
て
指
定
し
た
件

一
六
六

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
件

一
六
六

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所

有
者
等
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件
二
件

一
六
七

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

一
六
八

公

告

○
肥
料
の
検
査
の
結
果
の
概
要
を
公
表
す
る
件

一
六
八

福
島
県
教
育
委
員
会

○
学
校
教
育
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
連
携
科
目
等
の
指

定
を
解
除
し
た
件

一
六
九

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
報

告
が
あ
っ
た
件

一
六
九

福
島
県
収
用
委
員
会

○
裁
決
書
の
正
本
を
公
示
送
達
す
る
た
め
告
示
す
る
件
二
件

一
七
〇

告

示

福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
当
該

汚
染
の
除
去
、
汚
染
の
拡
散
の
防
止
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域

１

指
定
す
る
区
域

喜
多
方
市
豊
川
町
米
室
字
太
郎
丸
二
百
七
十
一
番
一
及
び
二
百
七
十
一
番
二
、
字
堰
田
四
千
百

六
十
番
一
、
字
志
津
五
千
五
百
四
番
一
、
字
道
端
五
千
五
百
十
七
番
二
、
五
千
五
百
五
十
五
番
五
、

五
千
五
百
五
十
五
番
九
、
五
千
五
百
五
十
五
番
十
及
び
五
千
五
百
七
十
番
三
、
並
び
に
字
二
本
杉

五
千
六
百
三
番
一
、
五
千
六
百
三
番
四
、
五
千
六
百
三
番
五
、
五
千
六
百
五
番
一
及
び
五
千
六
百

五
番
七
、
同
市
字
長
内
七
千
八
百
三
十
六
番
一
、
七
千
八
百
三
十
六
番
二
、
七
千
八
百
三
十
六
番

三
、
七
千
八
百
四
十
番
、
七
千
八
百
四
十
番
四
、
七
千
八
百
四
十
番
五
、
七
千
八
百
四
十
番
六
、

七
千
八
百
四
十
番
七
、
七
千
八
百
四
十
番
八
、
七
千
八
百
四
十
番
九
、
七
千
八
百
四
十
番
十
及
び

七
千
八
百
五
十
五
番
二
、
同
市
字
大
道
端
七
千
八
百
五
十
三
番
一
、
七
千
八
百
五
十
三
番
四
、
七

千
八
百
五
十
三
番
九
、
七
千
八
百
五
十
三
番
十
、
七
千
八
百
五
十
三
番
十
一
、
七
千
八
百
五
十
三

番
十
二
、
七
千
八
百
五
十
三
番
十
三
、
七
千
八
百
五
十
三
番
十
四
、
七
千
八
百
五
十
三
番
十
五
、

七
千
八
百
六
十
八
番
一
、
七
千
八
百
六
十
八
番
四
、
七
千
八
百
六
十
八
番
五
、
七
千
八
百
六
十
八

番
六
、
七
千
八
百
六
十
八
番
七
、
七
千
八
百
六
十
八
番
八
、
七
千
八
百
六
十
八
番
九
及
び
七
千
八

百
九
十
八
番
、
同
市
字
町
田
下
七
千
九
百
十
一
番
四
及
び
七
千
九
百
十
一
番
五
、
同
市
字
中
田
七

千
九
百
二
十
八
番
一
、
七
千
九
百
二
十
八
番
十
、
七
千
九
百
二
十
八
番
十
一
、
七
千
九
百
二
十
八

番
十
二
、
七
千
九
百
二
十
八
番
十
三
及
び
七
千
九
百
二
十
八
番
十
四
、
同
市
字
中
谷
地
七
千
九
百

五
十
一
番
及
び
七
千
九
百
五
十
一
番
七
、
同
市
字
大
谷
地
八
千
三
十
六
番
一
、
同
市
字
千
苅
新
道

下
八
千
五
十
八
番
二
、
八
千
五
十
八
番
三
、
八
千
五
十
八
番
四
、
八
千
五
十
八
番
五
及
び
八
千
七

十
三
番
、
同
市
字
下
川
原
八
千
八
十
六
番
三
、
同
市
字
砂
子
田
八
千
百
十
五
番
三
、
八
千
百
十
五

番
四
、
八
千
百
十
五
番
六
、
八
千
百
十
五
番
七
、
八
千
百
十
五
番
八
、
八
千
百
二
十
一
番
一
及
び

八
千
百
二
十
一
番
二
、
同
市
字
五
百
苅
八
千
百
四
十
五
番
一
、
八
千
百
四
十
五
番
二
、
八
千
百
五

十
八
番
一
、
八
千
百
五
十
八
番
二
及
び
八
千
百
七
十
四
番
一
、
同
市
字
三
百
苅
八
千
百
九
十
六
番

一
及
び
八
千
百
九
十
八
番
一
並
び
に
同
市
字
向
谷
地
八
千
二
百
四
十
五
番
一
の
各
一
部
で
次
の
図

に
示
す
区
域

２

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
（
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規

則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
土
壌
含
有
量
基
準
(同
条
第
二
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)に
適
合
し
て
い
な
い
特

定
有
害
物
質
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
種
類

㈠

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

───────────────────────────────────────────────────────────
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六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
、
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
、
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合

物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う

素
及
び
そ
の
化
合
物

㈡

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

な
し

３

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置

原
位
置
封
じ
込
め
又
は
遮
水
工
封
じ
込
め

二

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域

１

指
定
す
る
区
域

一
の
１
に
同
じ
。

２

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

㈠

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

シ
ア
ン
化
合
物
、
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
、
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合

物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

㈡

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
、
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
、
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合

物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う

素
及
び
そ
の
化
合
物

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
水
・
大
気
環
境
課

及
び
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
環
境
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
水
・
大
気
環
境
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
当
該

汚
染
の
除
去
、
汚
染
の
拡
散
の
防
止
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域

１

指
定
す
る
区
域

喜
多
方
市
字
下
川
原
八
千
八
十
六
番
一
、
同
市
字
町
田
下
七
千
九
百
十
一
番
一
及
び
七
千
九
百

十
一
番
二
、
同
市
字
千
苅
道
下
八
千
四
十
六
番
一
及
び
八
千
四
十
六
番
二
、
同
市
字
千
苅
新
道
下

八
千
五
十
八
番
一
並
び
に
同
市
字
千
苅
道
上
八
千
三
百
五
十
二
番
六
の
各
一
部
で
次
の
図
に
示
す

区
域

２

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
（
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規

則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
土
壌
含
有
量
基
準
（
同
条
第
二
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
適
合
し
て
い
な
い
特

定
有
害
物
質
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
種
類

㈠

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
、
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
、
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合

物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う

素
及
び
そ
の
化
合
物

㈡

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

な
し

３

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置

原
位
置
封
じ
込
め
又
は
遮
水
工
封
じ
込
め

二

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域

１

指
定
す
る
区
域

一
の
１
に
同
じ
。

２

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

㈠

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

シ
ア
ン
化
合
物
、
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
、
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合

物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

㈡

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
、
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
、
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合

物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う

素
及
び
そ
の
化
合
物

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
水
・
大
気
環
境
課

及
び
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
環
境
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
水
・
大
気
環
境
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
天
寧
寺
薬
局

会
津
若
松
市
天
寧
寺
町
二
―
二
〇

令
和
三
年
三
月

一
日

───────────────────────────────────────────────────────────
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訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
や

白
河
市
金
勝
寺
東
一
七
二
―
一
一

令
和
三
年
二
月

め
白
河

一
日

す
ず
薬
局

船
引
店

田
村
市
船
引
町
船
引
字
下
大
平
一
〇
一
―

令
和
三
年
三
月

一

一
日（

社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

西
町
調
剤
薬
局

南
相
馬
市
原
町
区
西
町
一
丁
目
六
七

令
和
二
年
七
月

三
一
日

薬
局
青
い
鳥
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

南
相
馬
市
原
町
区
栄
町
二
丁
目
六
二
―
三

令
和
二
年
一
二

月
一
三
日

今
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

双
葉
郡
浪
江
町
幾
世
橋
字
辻
前
四
七
―
一

平
成
二
三
年
三

月
一
二
日

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
は
当
該
指
定
を
辞
退
し
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

指
定
辞
退
年
月
日

土
屋
歯
科
医
院

田
村
市
大
越
町
上
大
越
字
槻
木
二

令
和
三
年
五
月
一
日

六
三
―
一

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を

担
当
さ
せ
る
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

氏

名

住

所

施

術

所

名

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

田
野
入

廉

南
相
馬
市
鹿
島

な
で
し
こ
マ
ッ

南
相
馬
市
鹿
島
区
鹿
島

令
和
二
年
八
月

区
鹿
島
字
北
畑

サ
ー
ジ
治
療
院

字
北
畑
一
〇
五

一
日

一
〇
五

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を

担
当
さ
せ
る
は
り
師
及
び
き
ゅ
う
師
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

氏

名

住

所

施

術

所

名

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

田
野
入

廉

南
相
馬
市
鹿
島

な
で
し
こ
マ
ッ

南
相
馬
市
鹿
島
区
鹿
島

令
和
二
年
八
月

区
鹿
島
字
北
畑

サ
ー
ジ
治
療
院

字
北
畑
一
〇
五

一
日

一
〇
五



令和３年４月２日 金曜日 福 島 県 報 第188号 166

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
金
の
収
納
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

委
託
し
た
事
務
の
範
囲
及
び
内
容

農
業
経
営
に
関
す
る
金
融
上
の
措
置
の
改
善
の
た
め
の
農
業
改
良
資
金
助
成
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
農
業
改
良
資
金

助
成
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
貸
付
け
に
係
る
資
金
の
元
利
償
還
金

及
び
遅
延
損
害
金
の
収
納
の
事
務

二

受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

ふ
く
し
ま
未
来
農
業
協
同
組
合

福
島
市
北
矢
野
目
字
原
田
東
一
番
地
の
一

福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合

郡
山
市
朝
日
二
丁
目
一
四
番
七
号

三

収
納
の
事
務
を
委
託
す
る
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
農
業
経
済
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
調
査
と

し
て
令
和
三
年
四
月
二
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

調
査
を
行
う
者
の
名
称

会
津
若
松
市

二

調
査
地
域

会
津
若
松
市
湊
町
大
字
共
和
の
一
部

三

調
査
期
間

令
和
三
年
四
月
五
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
三
穂
田
土

地
改
良
区
の
設
立
に
つ
い
て
、
令
和
三
年
三
月
二
十
四
日
認
可
し
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

土
地
改
良
法
施
行
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
耕
地
整
理
法
（
明
治
四
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
七
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
西
白
河
郡
関
平
村
吉
子
川
村
滑
津
村
連
合
耕
地
整
理
組
合
の
臨
時
代
理
者
と
し
て
令
和
三
年
三

月
二
十
五
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

臨
時
代
理
者
の
氏
名
及
び
住
所

加
藤

幸
一

福
島
県
西
白
河
郡
中
島
村
大
字
川
原
田
字
下
町
九
十
三
番
地

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
叶
津
字
白
岩
山
七
八
二
、
七
八
五
、
七
八
六
、
七
八
七
の
一
、
七
八
七

の
三

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

雪
崩
の
危
険
の
防
止

な
だ
れ

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
只
見
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
梁
取
字
森
戸
沢
二
二
九
一
の
六
九

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

雪
崩
の
危
険
の
防
止
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３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
只
見
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
小
林
字
後
ノ
山
一
七
二
四
の
五
・
一
七
二
六
・
一
七
三
四
（
以
上
三
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
七
二
七
、
一
七
三
三

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

雪
崩
の
危
険
の
防
止

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
只
見
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
梁
取
字
要
害
山
二
一
三
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

二
一
三
四
、
二
一
三
五

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

雪
崩
の
危
険
の
防
止

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
只
見
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

五
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
布
沢
字
川
下
二
六
一
七
、
二
六
一
八

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

雪
崩
の
危
険
の
防
止

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
只
見
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

六
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
叶
津
字
朝
草
嶽
七
二
三
の
二
七

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

雪
崩
の
危
険
の
防
止

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
只
見
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林

林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
只
見
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
す
る
相
手

方
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
喜
多
方
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

大
塚
半
四
郎
、
星
寅
次
郎
、
大
塚
明
、
大
塚
明
、
山
本
善
平
、
大
塚
吉
三
郎
、
花
積
喜
作
、
花
積

俊
実
、
廣
瀨
神
社
、
遠
藤
利
馬
、
岩
渕
利
雄
、
大
塚
絹
代
、
遠
藤
守
、
広
田
義
衛
、
永
楽
曽
吉
、
永

樂
曽
吉

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ

と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林
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の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
（
令
和
三
年
福
島
県
告
示
第
二

百
十
一
号
）
に
よ
る
こ
と
。

３

当
該
告
示
の
内
容
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
森
林
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
意
見
書
を
福
島
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
す
る
相
手

方
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
喜
多
方
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

小
澤
兼
八
、
渡
部
富
三
、
神
田
善
三
、
神
田
小
市
、
神
田
善
次
郎
、
大
塚
勇
四
郎
、
若
菜
為
彦
、

若
菜
爲
彥
、
若
菜
久
吾
、
神
田
弥
三
郎
、
大
塚
直
八
、
大
塚
直
八
、
永
井
己
之
八
、
小
沢
功
、
神
田

庄
次
郎
、
永
井
清
吾
、
若
菜
源
眞
、
若
菜
作
八

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ

と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
（
令
和
三
年
福
島
県
告
示
第
二

百
十
号
）
に
よ
る
こ
と
。

３

当
該
告
示
の
内
容
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
森
林
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
意
見
書
を
福
島
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路

計
画
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
で
令
和
三
年
四
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

変
更
前

敷
地
の
幅
員

延

長

路
線
名

区

間

変
更
後

の

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
般
国
道

い
わ
き
市
田
人
町
旅
人
字

変
更
前

Ａ

一
六
・
四
〜

四
五
二
・
〇

二
八
九
号

江
尻
一
四
五
番
地
先
か
ら

四
三
・
七

同

市
田
人
町
旅
人
字

Ｂ

一
〇
・
五
〜

五
二
六
・
〇

江
尻
八
三
番
一
地
先
ま
で

四
五
・
六

変
更
後

Ａ

一
六
・
四
〜

四
五
二
・
〇

四
三
・
七

（
道
路
計
画
課
）

公

告

公
告
第
七
十
六
号

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
六
月
か
ら
同
年
十
月
ま
で
の
間
に
収
去
し
た
肥
料
の
検
査
の
結
果
の
概
要

を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

令
和
２
年
６
月

〜10月
分

（特
殊
肥
料

）

特
殊
肥
料
生
産
業
者

､届
出

名
検
査
の
結
果

備
考

の
指
定
名
輸
入
業
者
又

(

及
び
商
品
名

)

は
販
売
業
者

T
N
T
P
T
K
T
C
u
T
Z
nTCaO

C
/N水

分

(%
)
(%
)
(%
)
(m
g/
(m
g/
(%
)

(%
)

kg)
kg)

堆
肥

農
業
法
人
有

O
rizinal

0.6
0.1

0.3
－

－
－

26
53.4

限
会
社
自
然

T
A
IH
I

農
法
無
の
会

堆
肥

会
津
よ
つ
ば
蒸
砕
膨
軟
籾

0.3
0.0

0.2
－

－
－

74
43.1

高
田

農
業
協
同
組
殻
堆
肥

カ
ン

合
トリ
ー

エ
レ
ベ
ー
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タ
ー

堆
肥

会
津
よ
つ
ば
蒸
砕
膨
軟
籾

0.2
0.0

0.2
－

－
－

41
57.2

新
鶴

農
業
協
同
組
殻
堆
肥

カ
ン

合
トリ
ー

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

草
木
灰

株
式
会
社
会
い
わ
き
ペ

0.0
1.7

23.1
－

－
－

－
4.5

津
ば
ん
げ
公
レ
ッ
ト
温
丸

共
サ
ビ
ス

ー

堆
肥

会
津
よ
つ
ば
蒸
砕
膨
軟
籾

0.3
0.0

0.2
－

－
－

66
40.3

坂
下

農
業
協
同
組
殻
堆
肥

カ
ン

合
トリ
ー

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

堆
肥

足
利

秀
忠
磐
梯
牛
ふ
ん

0.5
0.8

0.2
－

－
－

17
64.9

堆
肥

堆
肥

株
式
会
社
牛
ふ
ん
堆
肥

0.6
0.6

1.1
－

－
－

26
66.1

南
ヶ
丘
牧
場

堆
肥

株
式
会
社
バ
バ
イ
テ
ク
バ

2.8
4.2

3.3
－

360
12.7

12
19.1

家
き

イ
テ
ク

イ
オ
エ
ス

ん
ふ

ー
ん

堆
肥

株
式
会
社
ア
ペ
レ
ッ
ト
状

3.6
3.8

2.9
－

357
14.5

9
16.9

家
き

グ
リ
テ
ク
ノ
発
酵
鶏
糞

ん
ふ

ん

堆
肥

有
限
会
社
大
豚
ぷ
ん
発
酵

1.6
4.0

1.5
28

556
－

18
45.2

豚
ふ

空
フ
ァ
ム
肥
料

ん
ー

注
主
成
分
の
略
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

｡

T
N－

窒
素
全
量

T
P－

り
ん
酸
全
量

T
K－

加
里
全
量

C
/N－

炭
素
窒
素
比
水
分
－
水

、
、

、
、

分
含
有
量

（
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
）

福
島
県
教
育
委
員
会

公
告
第
一
号

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

連
携
科
目
等
の
指
定
の
解
除
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
教
育
委
員
会

一

技
能
教
育
の
た
め
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

Ｋ
Ｔ
Ｃ
お
お
ぞ
ら
高
等
学
院

郡
山
キ
ャ
ン
パ
ス

福
島
県
郡
山
市
清
水
台
二
丁
目
十
二
―
十
三

二

解
除
し
た
連
携
科
目
等

当
該
科
目
の
学
習
を
そ
の
履
修
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

連
携
措
置
の
対
象
と
な
る
科
目

高
等
学
校
の
教
科
（
科
目
）

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎

商
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

商
業
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

ビ
ジ
ネ
ス
実
務

商
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
）

三

解
除
年
月
日

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

（
高
校
教
育
課
）

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
次
の

施
設
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
、
い
わ
き
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博

取
消
年
月
日

施

設

の

所

在

地

施
設
の
名
称

施
設
の
管
理
者



【定価 １箇月 3,560円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています｡

令和３年４月２日 金曜日 福 島 県 報 第188号 170

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

令
和
三
年
三
月

い
わ
き
市
平
中
塩
字
下
久
田
一
九

い
わ
き
市
平
下
久

い
わ
き
市
長

一
日

番
地
の
二

田
集
会
所

福
島
県
収
用
委
員
会

福
島
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の

者
に
送
達
す
べ
き
次
の
書
類
は
、
当
収
用
委
員
会
書
記
室
（
福
島
県
庁
本
庁
舎
四
階
用
地
室
内
）
に
お

い
て
保
管
し
て
い
る
の
で
、
出
頭
の
上
そ
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
収
用
委
員
会

会
長

渡

邊

真

也

一

書
類
の
名
称

令
和
三
年
三
月
二
十
四
日
付
け
権
利
取
得
裁
決
及
び
明
渡
裁
決
に
係
る
裁
決
書
の
正
本

二

書
類
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏

名

住

所

永
松

紫

不
明た

だ
し
、
住
民
票
上
の
住
所

東
京
都
立
川
市
錦
町
一
丁
目
二
四
番
二
七
号

ナ
イ
ス
エ
ス
ア
リ
ー
ナ

西
国
立
一
一
〇
三

三

そ
の
他

前
記
書
類
を
受
領
し
な
い
と
き
は
、
令
和
三
年
四
月
二
十
三
日
を
も
っ
て
送
達
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

福
島
県
収
用
委
員
会
告
示
第
二
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の

者
に
送
達
す
べ
き
次
の
書
類
は
、
当
収
用
委
員
会
書
記
室
（
福
島
県
庁
本
庁
舎
四
階
用
地
室
内
）
に
お

い
て
保
管
し
て
い
る
の
で
、
出
頭
の
上
そ
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

令
和
三
年
四
月
二
日

福
島
県
収
用
委
員
会

会
長

渡

邊

真

也

一

書
類
の
名
称

令
和
三
年
三
月
二
十
四
日
付
け
権
利
取
得
裁
決
及
び
明
渡
裁
決
に
係
る
裁
決
書
の
正
本

二

書
類
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏

名

住

所

永
松

紫

不
明た

だ
し
、
住
民
票
上
の
住
所

東
京
都
立
川
市
錦
町
一
丁
目
二
四
番
二
七
号

ナ
イ
ス
エ
ス
ア
リ
ー
ナ

西
国
立
一
一
〇
三

三

そ
の
他

前
記
書
類
を
受
領
し
な
い
と
き
は
、
令
和
三
年
四
月
二
十
三
日
を
も
っ
て
送
達
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
ま
す
。


